
                                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  12 月 7 日に「お楽しみ会」がありました。みんなはいろいろな楽器が っ きをひきまし
た。とてもおもしろかったです。A12 趙世陽さんは二胡（にこ）をひきました。

アメリカ人は二胡（にこ）を初めて聞きました。KCP の学生はび
っくりしたようでした。みんなの音楽おんがくははげしくて、ながれるよ
うでした。マンドリンは小さくて、マンドリンの糸と糸の間あいだは
せまいですから、ひきにくいです！ A11 のイエン・ジョーンズさんははやくひき

ました。じょうずでした。Ｍ42 の李ガングンさ んのギターの音楽もきれ
いでよかったです。そして リコーダーと歌は みんなの心があたたかか
ったです。KCP の学生はじょうずです。ありが と う ご ざ い ま し た ！              
A11 ジョーダンドレパー             

2011201120112011 年年年年 12121212 月号月号月号月号    

 12 ⽉ 12 ⽇に学校でお茶会がありました。茶道の講座に参加する学⽣の発表です。⼥の⼈と男の⼈は着物を着ていました。とてもきれいでした。お茶をたてるとき、わたしはお菓⼦を選べます。お菓⼦の箱を持ち上げながら「おさきに」と⾔いました。もうすぐクリスマスですから、クリスマスの⽊や雪だるまのお菓⼦がありました。それからお菓⼦をかいしに置きました。⾷べる前に 「いただきます」と⾔いました。 
 

それから、お茶を飲むとき、右⼿でお茶わんを取って、左⼿にのせます。次にお茶わんを 2回、回して、それから飲みます。お茶を飲むとき、⾳を出します。「おいしい」という意味です。お茶は少し苦かったですが、おいしかったです。飲んだあとで「お加減(かげん)けっこうです」と⾔いました。  先⽣はゆっくり⽴ってください、と⾔いました。みんなの⾜が痛かったですから。それから写真をとりました。みなさん、すばらしいです。短い時間に茶道を習いましたね。 (A21  ゴー・インイー) 



     11 ⽉ 5 ⽇(土)に新宿⽂化センターで、新宿国際踊りの祭典がありました。そこで KCP のヨサコイソーランクラブと琴の⼈たちが発表したそうです。私は Youtube を通じてヨサコイを⾒ました。本当にすごかった・・・。⼈類は進化してＩＴも発展して、デジタル⽂化に接しています。そんな私たちの⽣活とは違うダンスです。⽇本の⼈たちは暖かい四国⽣まれた古風なダンスをしながら祭りを楽しんできました。それに参加したＫＣＰのチームも本当に美しかったし、素敵でした。私もいつか参加してみたいと思いました。そこで、新聞部でヨサコイソーランクラブのキムジュンレさんにインタビューしてきました。  「興味を持って始めたヨサコイクラブの活動は、本当に留学⽣活に必要ないくつかのことを教えてくれました。勉強はもちろん、何でも絶対にあきらめてはいけないことを。それに、元気になって⼒も出たし、⽇本の⽂化を体験することができたことは、ふるさとに帰っても楽しい思い出として残りますね」とジュンレさんは⾔いました。  キムジュレさんはよさこいが好きです。毎⽇れんしゅうしますが、とてもいそがしいです。よさこいはおもしろくて、にぎやかなダンスです。ダンスでみなさんとても元気です。よさこいのクラスにアメリカ⼈が⼀⼈います。韓国⼈はキムジュレさん、中国⼈は多いです。キムジュレさんはよさこいのふくをデザインしました。わたしはもうすぐ KCP の留学がおわりますけど、みんなの⼼の中に住んでいます！                    (A21 キムギヒョン A12ジョーダン・ドレパー)       友達と花園神社の記事を書くために酉の市に行ってきた。夜だったが、祭りを見に来た人が多かった。酉の市は熊手(くまで)を売っているところが多かったが、これは商売がうまくいくように、お金持ちになるように、という意味だった。いろいろなものがたくさんあって、日本の食べ物もあった。みんな楽しそうだった。もし時間があったら、次のお祭りに行ってみるのもいいと思います。みなさん、ぜひ行ってください。      (A21  キム・ギヒョン) 



 

        11 ⽉ 13 ⽇(⽇)に上級の⾼宇さんが京都ノートルダム⼥⼦大学に⾏って、スピーチコンテストに参加しました。スピーチコンテストのテーマは「私と⽇本」でした。⾼宇さんはその簡単なテーマからてとも深い内容のスピーチをしました。⽇本と他の国の⽂化について⽐べた、特別なスピーチでした。大学の先⽣たちにもほめられるほどすばらしかったそうです。⾼宇さんに会ったら、おめでとう、と⾔ってあげてください。  (M32 シュンチャン)                左から 3番目が⾼宇さん                   聞く⼈ ジョン葉夢林    答える⼈ ショウ・テツ  Ｑ 先輩、今⽇はこのインタビューに来てくださって、ありがとうございます。    先輩はいつから漫画アニメ研究会に参加したんですか。  Ａ レベル１からです。  Ｑ そうですか。どうしてアニメの興味があるんですか。  Ａ ＫＣＰに⼊る前からアニメに興味があったんです。たとえばナルトやワンピースというアニメです。  Ｑ 他のメンバーはどんなものに興味があるんですか。やっぱり少年アニメですか。  Ａ みんなの興味は広いと思います。   Ｑ 最近どんなアニメに⼈気があるんですか。  Ａ 「ぼくは友達が少ない」(はがない)と⾔うアニメが⼀番⼈気かあると思います。  Ｑ あっ、Fate／Zeroは?  Ａ もちろん、それも⼈気があります。TMという会社で作っているものですから。    でも⽇本⼈は「はがない」についてもっと話すと思います。                Ｑ この漫画アニメ研究会でも?                Ａ はい、私たちはいつもキャラクターやストーリーについて話します。                Q  「はがない」の中でどのキャラクターが好きなんですか。                A 「ま⾁」というキャラクターと・・・・。                Q それはあらせなさんでしょうか。それはよぞらさんがニックネームを                                 ⾔ったんですね。  A はい、はい、おもしろいニックネームなので、それを使って⾔います。⽇本⼈もよく⾔います。  Q 漫画アニメクラブの会話は楽しそうですね。では、最後に新聞を読む⼈のためにコメントをどうぞ。  A こんな会話が大好きならぜひ漫画アニメクラブに参加してください。  Q このクラブに参加する⼈はなにをしますか。  A 絵を描いたり、⼀緒に⾷事したり、カラオケをしたりします。 


